資金収支における前年度との比較
収入の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋３２．０億円
○医業収益の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋３１．９億円
【主な内訳】
患者の増加（入院・外来患者の増加）　　　　　　　　　　　＋　４．５億円
　　診療単価の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋２７．４億円

・手術の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　４．１億円
・外来化学療法件数の増加　　　　　　　　　　　　　　　＋　２．１億円

　　　・ＤＰＣ導入効果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　４．９億円
・がん治療薬の適用拡大　　　　　　　　　　　　　　　　＋　２．８億円
　　　・診療報酬上位基準の取得による単価の向上　　　　　　　＋１３．５億円
（７対１看護の導入、小児入院管理料の対象病棟拡大など）　　　　　　　　　　　　　　
支出の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋１８．９億円
○医業費用の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋１１．２億円
【主な内訳】
　　材料費の増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　９．６億円
・ＳＰＤ事業者の価格交渉による材料費の減少　　　　　　▲　１．５億円

・患者増、高度医療の実施などに伴う材料費の増加　　　　＋１１．１億円
　　施設改修費、システム更新等に伴う経費の増加　　　　　　　＋　５．０億円

給与費の減少　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　３．８億円

・賞与の削減（府等への準拠）　　　　　　　　　　　　　▲　４．８億円

　　　・府からの承継職員の新陳代謝による人件費の減少　　　　▲　３．６億円
・人員増、医師への手当ての拡充等による増加　　　　　　＋　４．６億円
　　　　（地域手当支給率アップ、宿日直にかかる医療体制等確保手当の創設）
○資本支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋１０．５億円

　・新型インフルエンザに対応する新外来棟の設置

・医療機器の更新等（⑳11.8億円⇒ eq \o\ac(○,21)20.1億円）
○その他の支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　２．８億円

　　　・短期借入金の減少による支払利息の減少など

差　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋１３．１億円

参考資料２








